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１ 目指す学校 

規律ある学校生活の中で、教養主義に基づいて様々な学習活動に取組ませることで、将来、職業を

通して国際社会においても貢献できるグローバルな視野をもつ人材を育成する。また、学校行事や部

活動等の取組を通して、リーダーシップの育成と協働意識や共感性の涵養に努める。 

 

☆スクール・ミッション   

「自主」“Independence”「誠実」“Sincerity”「英知」“Intelligence”の校訓のもと 

○国際理解教育を推進し、国際社会に貢献できる生徒を育てる。 

○論理的、実践的な英語力を伸長させる。 

○思いやりの心と高い規範意識をもち、自他を尊重し、共に助け合える生徒を育てる。 

○地域から信頼され、地域社会に根ざした学校としていく。 

○生徒の生命・健康を何よりも優先し、生徒一人一人を本当に大切にしていると生徒・保護者が実感 

できる教育活動を行う。 

○生徒の進路希望の実現を学校全体で支援し、その実現を図ることで生徒・保護者に喜んでもらえる 

学校としていく。 

 

～目指すべき小平高校生の将来像～ 

高度な語学力と豊かな教養、そして優れた国際感覚を養い、多様性を受け入れる資質を身に付けるこ

とを通して、世界中の人々とコミュニケーションをとることができる能力や柔軟な思考に基づいた新た

な価値を創造する能力をもったグローバルリーダーを育成する。 

○「規範を示し、リ－ダ－シップのとれる人」 

○「課題に対して、自ら計画を立て、考えて行動できる人」 

○「学ぶ姿勢をもち続けることができる人」 

○「自己や他者を認知し、協力しながら、柔軟に物事を進めることができる人」 

○「専門性（スペシャリスト）や統合力（ゼネラリスト）を備えた人」 

○「高いコミュニケーション能力を備え、知的好奇心に溢れた人」 

○「小平の英語力に加えて，科学的・論理的思考ができる人」  

○「SDGｓの視点から日本の将来像についてグローバルに考えることができる人」 

○「society5.0 に向け，AIや ICT に対する深い理解と活用スキルを兼ね備えた人」 

 

☆スクール・ポリシー 

１ 「自主」“Independence”  学びに向かう力を育む ホップ 

Ａ 主体的行動力   自分で計画を立て考えて、行動することができる。 

Ｂ 挑戦力      失敗を成長の糧と捉え、試行錯誤を重ね、物事をやり抜くことができる。 

Ｃ 判断・統率力   他者の意見を聞き、広い視野で物事を判断し、率先して進めていくことが  

できる。 

２ 「誠実」“Sincerity”   知識・技能を身に付け土台を作る ステップ 

Ｄ 協働力      自分の役割を理解した上で、協力しながら互いに情報を共有して物事を進 

めることができる。 

Ｅ 対応力      自己や他者を観察･認知し、国際理解教育等を通して様々な問題に柔軟に取 

り組むことができる。 

Ｆ 規範力      自分の行動や判断の拠りどころをもつことができる。 

３ 「英知」“Intelligence” 思考力・判断力・表現力を磨く ジャンプ 

Ｇ 言語力      英語力･国語力をみがき、自分の考えを豊かに表現することができる。 

Ｈ 知的探究力    広く好奇心をもち、物事の本質を見極め、深く追究することができる。 

Ｉ 論理的能力    物事を深く理解し、柔軟な発想をもって思考することができる。 

 



２ 中期的目標と方策 

（１）生徒の高い進路希望を実現するため、国公立大学現役合格者 10名以上、最難関私立大学（早慶上

理）現役合格者数 10 名以上、難関私立大学（GMARCH レベル）現役合格者数 120 名以上を数値目標と

して進学指導に取り組む。 

（２）TOKYO GE-NET20指定校として、国際理解教育の推進と質の高い英語の授業を柱とし、あらゆる教

科で多角的な考え方を養い、言語能力・論理的思考力・コミュニケーション能力を育成する。 

（３）海外学校間交流推進校として、様々な国際交流等を通して、日本人としての自覚と誇り及び豊か

な国際感覚を育成する。 

（４）【TIPS-Type３】海外探究フィールドワーク指定校及び【TIPS‐Type4】令和７年度探究的な学び

推進事業実施校として生徒の探究的な学びを推進する。 

（５）全教員が生徒の実態に対応した授業を実践するとともに、生徒の主体性を伸ばす部活動活性化に

関わり、学習と部活動等を高いレベルで両立させる。 

（６）デジタル環境整備を推進して、通常の授業中を含めて教師と生徒が同時に参加できる学習の場を、 

学習支援クラウドサービス等を活用することで構築するとともに、遠隔学習支援による家庭学習の充 

実や学習時間の確保を図る。高等学校 DX 加速化推進事業（DXハイスクール）の採択を受け、ICTを

活用した文理横断的な探究的な学びを強化する。  

（７）学校生活の中でルールやマナーを重んじ、規律ある生活習慣のための生活指導を行い、自主性、

社会性、責任感、思いやり、協同の精神､リーダーとしての資質能力を育成する。 

（８）三年間とその先を見通したキャリア教育、土曜講習や長期休業日中の補習・講習、英語外部検定

等を通して生徒の学習意欲を向上させ、より高い進路目標の実現を図る。 

（９）図書館の活用、自習スペースの充実、習熟度別少人数指導の充実、学習到達目標の設定、教員相

互の授業参観や校内研修を推進することにより、教育環境・条件を整備していく。 

（10）近隣小中学校をはじめとする地域諸機関と積極的に連携して、文化的行事、学校開放を行い、社

会貢献活動等を通して生徒の健全育成を図る。 

（11）学校見学会及び学校説明会の開催、WEB サイトの活用、中学校・私塾訪問等を通して本校を志望

する受検生の開拓と募集活動に取り組む。 

（12）スクールカウンセラーの協力を得て、生徒の生命に関わる事故を未然に防止するとともに、校内

特別支援教育推進体制を整備し、発達障害など様々な配慮の必要な生徒に対する理解と対応を図る。 

 また必要に応じて YSW等外部との連携を推進する。 

（13）経営企画室職員との連携体制を構築、教育活動への参画を強化し、教育活動に合わせた適正な予

算執行と施設・設備の保守改善に努める。 

（14）学校閉庁日等を適切に設定するとともに、ペーパーレス化等による会議時間短縮等の取組を推進

して、教職員の意識改革を図りながら、働き方改革を推進する。 

 

３ 今年度の取組と方策 

（１）学習指導 

・開校以来謳っている教養主義、またすべての教科でグローバル教育を推進、多角的な視野からの様々

な物の見方や考え方の習得、言語能力の向上、論理的思考力、国際社会に貢献できる資質・能力の

育成。 

・TIPS 指定校として、令和 7 年度入学生より本校の新しい探究的な学びを確立する。年次進行とす

る。なお、２学年及び３学年はこれまでの学びを発展させる。 

・デジタル技術を十分に活用して、生徒・教員間あるいは生徒間の対話の機会を充実させ、自主的に 

考え、表現できる授業を実践。 

・DXを活用した土曜講習及び長期休業日中の補習、講習実施による学習時間の確保。 

・本校のスクール・ミッションの達成に向けた週ごとの指導計画、シラバス、校内研修・教科会等の



取組による明確な目標設定と授業の質的向上。教員間の相互授業見学を年３回以上。 

（２）進路指導 

１年：バランスの取れた学習  

一貫したキャリア教育の実践。進路講演会、進路適性検査の実施。 

２年：目指す進路の明確化 

進路講演会、大学説明会の実施。見学会、模擬授業参加。合格者座談会の実施。 

３年：進路実現 

 進路情報提供、個別指導実施。模擬試験の分析会→教科会→授業等でのフィードバック指導。

個別受験検討会開催に向けた検討。 

（３）生活指導 

・ルール、マナー指導、身だしなみ指導。 

・挨拶の励行、時間を守る指導：遅刻防止指導、授業時チャイム開始、集会時の集合、部活動後等の

下校指導、校則の見直し 

・安全教育：薬物乱用防止やハイテク犯罪等防止のためのセーフティ教室実施、登下校時の自転車の 

安全乗車指導（ヘルメット着用、アプリ活用によるルール・マナーの徹底）、年４回の避難訓練実施、

日本赤十字社東京都支部等と連携した防災教育の実施。SNS利用時のマナー・ルール徹底 

（４）特別活動・部活動 

・学校行事に主体的に関わる指導。向上心と達成感獲得につなげる部活動の活性化。学習を途切れさ

せない効率的かつ計画的な活動。 

・国際理解教育推進。授業におけるグローバル人材の育成、国際交流活動、留学生受入、留学希望生

徒への情報提供、海外修学旅行の実施。希望者への海外語学研修の実施。＜TOKYO GE-NET20指定校、

海外学校間交流推進校＞ 

（５）募集対策・広報活動 

・より高い目標に向かって自己管理できる生徒を獲得するための情報発信。 

・学校見学会、学校説明会、個別相談会の充実。学校説明会での効果的な演出方法の検討。WEB サイ

トの定期的更新と充実。中学校や私塾での広報活動の充実。 

（６）安全・健康・地域連携 

・生徒の体力向上への取組、心身の健康に組織的に取組むための保健室機能の強化、感染症対策の 

徹底、スクールカウンセラーの活用と外部機関との連携。 

・特別支援教育委員会による発達障害等の生徒に対する教育環境整備と学校生活での指導及び支援。 

・体罰や不適切な指導の禁止、根絶に向けた全校的な取組の強化。 

・環境教育の推進、清潔で明るい学校環境の維持。 

・地域関係諸機関との積極的連携。＜小平市教育ネットワークの構築（英語教育・情報教育）、地元町

会や小中学校等へのボランティア派遣＞ 

（７）学校運営・組織 

・企画調整会議を柱とした方向性を共有した学校運営の実現及び教育課程の実施、検証、改善。 

・個人情報の適正管理を徹底するための執務環境整備、DXの推進、学校 ICTの効率的運用体制の維持

発展。 

・節電の継続実施。経営目標を見据えた学校予算の編成と執行等経営企画室による経営参画。 

・教職員一人ひとりが業務の効率化を意識したライフ・ワーク・バランスの均衡。 

 

４ 重点目標と具体的方策 

（１）学習指導 

◎授業改善 

・「授業で勝負」１分も無駄にしない授業実践 ・主体的・対話的で深い学びの視点からの学習活動の 



充実 ・デジタル教材等の活用推進 ・指導教諭による模範授業参観推進  

・生徒による授業評価（７月と１２月の２回実施。３年目までの新規採用教員は各中間考査後を加え   

 ４回実施）の実施による課題把握と教科会での共有・分析及び全体へのフィードバック 

◎授業改善及び補講・補習等の取組 

・授業の質的向上、形態の工夫 ・教科横断の取組「耕し、種を播き、収穫する」サイクルの推進 

・チャイム toチャイム授業   ・授業者を指定して実施する教員相互の授業参観 

・補習補講の充実            ・英語外部検定等指導 英検、GTEC等 

・教科会定例実施による統一感のある指導 ・図書館を活用した教科指導の充実 

（２）進路指導 

◎進路指導部主導の進路指導計画 

・高い目標をもたせるための指導体制確立 ・進路指導力向上に向けた校内研修  

・生徒情報共有のための資料作成         ・模試の解きなおし指導、分析結果のフィードバック 

（３）生徒指導 

◎安心して通える学校環境 

・生活指導統一基準による生徒指導 ・登下校時のマナー指導及び安全教育の徹底 ・いじめ防止の 

取組 ・身だしなみ指導 ・スマートフォン、SNSの使用に関するルール、マナーの徹底指導 

（４）特別活動・部活動 

◎部活動・学校行事の充実 

・生徒のライフ・スクール・バランス確保に向け、各種ガイドラインに従った効率的な部活動の実施 

◎TOKYO GE-NET20指定校、海外学校間交流推進校としての事業推進 

・台湾、アメリカ等の高校や高校生との国際交流活動 

・次世代リーダー育成道場研修生の輩出・R6年度海外（台湾）修学旅行の実施 R7年度の準備 

◎大学や各国大使館等外部機関との連携による国際理解事業の展開 

（５）募集対策・広報活動 

◎魅力ある学校の広報活動 

・全ての教員による広報活動の実践・WEBサイトに魅力ある学校行事や教育実践、生徒の活動状況 

を掲載。DXハイスクールの指定校として、教員の働き方改革を進めつつ募集対策を行う。 

・生徒の出身校を中心に通学エリア全体を網羅した生徒・教員の中学校・塾等の訪問 ・学校見学会 

等での中学生対象体験授業（英語・数学・理科等）の実施 ・動画による授業紹介 

（６）安全・健康・地域連携 

◎安全の提供 

 ・学校の居心地向上検証プロジェクト推進校として、公益財団法人東京都医学総合研究所と連携し、

生徒が安心して学校生活が送れる環境づくりに取り組む。また、日本赤十字社東京支部との連携を

通じ、防災意識を高め、自助・共助・公助を学ぶ。 

◎地域連携による健全育成 

・美化委員会、保健委員会の活性化、・ごみ分別、減量化等環境教育の推進 

・小平市なかまちテラス他地域諸機関との連携 

・小平市立第十四及び第二小地区青少年対策委員会と連携した地域行事への参加、地域ボランティア

活動を通した健全育成 

（７）学校運営・組織 

◎OJT体制の構築と人材育成 

・課題共有 課題解決に向けて取組む組織的な PDCAサイクルの確立と AARサイクルの活用 

・複数担当者制を確立、分掌業務の継承体制構築 ・経営企画室の経営参画 ・教職員のライフ・ 

 ワーク・バランスの推進 ・男性教職員の育業取得推進 ・年休取得（年 20日）の推進 

 



５ 数値目標 ※(   )内は令和６年度実績 

（１）学習指導 

・教員相互授業参観３回（0回）・若手教科研究授業年 24回(6回) 

・TOKYO GE-NET20指定校に係る公開授業及び校内研修１回（1回） 

・講習・補習 35講座 2,000名（ 65講座 2,227名） 

・学習時間調査「学年＋１時間」平日達成率１～２年 20%(7.4 %) 3年 75%(67.2%) 

・学習時間平均 平日 120分（113分）休日 180分(155分) ・英検２級以上合格者 300名(357名) 

（２）進路指導 

・模試実施及び結果分析指導年間 5回(5回) 

・学年進路指導 １年 3回(3回) ２年 5回（5回）３年 7回(7回) 

・国公立大学・難関・GMARCHレベル私立大学等合格者数 220名(238名) 

・大学入試共通テスト出願者数 90% (90% 238名) 

・卒業時進路決定率 93%(95%) 

（３）生活指導 

・生活習慣の確立 

・特別指導件数 0件（2件） 

 ・校門指導 ・下校指導継続 ・身だしなみ指導継続 ・時間を守る指導 

・避難訓練 年 4回実施(4回) 

（４）特別活動・部活動 

・部活動加入率    １年 100%（100％） ２、３年 90%(87.8%)    

  ※令和５年度入学生から部活動への加入を任意とした。 

・生徒の学校満足度 85%(79%)   ・保護者の学校満足度 90％(88％) 

（５）募集対策・広報活動 

・ホームページ更新 200回（198 回）・学校説明会来場者合計 4,500名（4,320名）  

・一次応募倍率 普 1.4倍/外 1.3倍 (普 1.4/外 1.23) 

（６）働き方改革 

 ・部活動指導員の活用 18名（15名） 

 ・男性教職員の育業等取得 ２名（３名） 

 ・年休取得（年 10日以上）80％(80 %)  夏季休暇取得（年 5日）100％(100%) 


